
【 ロビイング（面談）の実施  】
延べ 50 名以上の国会議員の皆様と面談を実施
（第205回(2021/10/4～14)、第206回(2021/11/10～12)、
   第207回(2021/12/6～21)、第208回(2022/1/17～6/15)、   国会会期を含む）

2017年設立から  のべ 310 名の国会議員と面談。
性犯罪規定に関する国会質問が複数回実施されました。

2021年度 Spring 活動報告書

第5期は、刑事法検討会を経て開催された「法制審議会－刑事法（性犯罪関係）部会 
（2021.10～現在）」の議論の動向を注視しながら、国会議員へのロビイングや内閣府への 

要望などを実施しました。（法務省HPにて、第１～９回の会議議事録が公開中。） 
また、警察大学校での性犯罪捜査に関する講義に講師として登壇したり、 

関係団体と連携し「AV出演被害防止・救済法」（AV新法）法案成立に携わるなど、 
より具体的な被害者支援体制の拡充のために活動を展開しました。 

2021年7月 ～ 2022年6月

私たち一般社団法人 Spring は、性被害当事者が生きやすい社会の実現を目指す当事者等を中心とした団体です。 

性被害の実態に即した刑法性犯罪の改正を目指して、アドボカシー活動をしています。 

性被害を受けた人がフリーズ（凍りつき）から動き始め、人生の冬を過ごしているすべての人の心に 

春がくるよう願いを込めて、2017年7月7日に設立しました。 

　

国会で刑法改正や性暴力に関して質問をした議員の皆さまへ
「Appreciate Card（お礼カード）」をお送りしました。

本多元国会議員の当団体への発言を受けて緊急声明を発表

【オンラインお茶会】
〜刑法性犯罪改正とロビイングについて語ろう〜開催
アドボカシーの手法「ロビイング」について紹介し、刑法性犯罪
改正の現状と私たちができることについて語り合う会を開催し
ました。

立憲民主党ジェンダー平等推進本部主催オンライン勉強会に
参加
Springロビイングチームより４名が参加。
（議員・党員参加者数　約 60名）
2020年9月に実施した実態調査アンケートの結果と、性被害
当事者が直面している問題について取り上げ、
  ・刑法改正に私たちが望むもの
  ・アンケート調査から見えた被害の実態
  ・二次被害の弊害について
  ・PTSDと当事者の経済的困窮について
                       　　　　　　　　　など報告いたしました。

上川元法務大臣が法制審議会に諮問
9月16日、上川元法務大臣が法制審議会に刑法性犯罪の再
改正について諮問しました。

2021年10月1日 を以て、山本潤が代表理事を退任し、佐藤由
紀子が代表理事に就任いたしました。
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第49回衆議院議員選挙 （2021年10月31日投票）
秋の衆議院選挙では、各党の公約に性暴力や刑法改正に
関する内容も盛り込まれ、多くの皆様にこの問題について
考えていただく機会となりました。

警察大学校にて性犯罪捜査に関する講義
12月15日、警察大学校性犯罪専科にて「被害者から見た性
犯罪捜査」と題し、 Springロビイングチームから 2名が講師を
担当。
全国の都道府県警察の刑事部門で、性犯罪捜査等の指揮
や警察官への指導等を担当する警察官 47名を対象に、
性犯罪被害を相談することの心理的・社会的なハードルの
高さ、社会の無理解による当事者の生きづらさ等をお話しま
した。
2018年から毎年実施されている本講義も今年で４回目。
警察が本気で、性被害の現場に立つ警察官を育てようとして
いるのを感じました。

法制審議会の重要局面に際し、要望書を提出。

法制審議会での「暴行脅迫要件」等の見直しに向けた議論
の重要な局面に際して、性暴力被害の実態に即した法改正
となるよう、法務省担当部署に要望書を提出。

面談の際にも要望書を持参し、現在の法制審における課題
や今後の展望などお伝えした所、「当事者の皆さんが実態
をお伝えいただくのは本当に重要で、当事者だからこそでき
ることだと思います。」と、ある議員さんから激励の言葉を頂
きました。

今後の展望として、被害者支援体制拡充の具体化のため、
厚労省・厚労部会や各省庁とも予算の仕組みを共有し  “ 予
算要望と刑法改正がどうつながるのか  ” をイメージしながら
活動してまいります。

第2回 国際女性デー議員会館イベントに参加
3月16日、第2回国際女性デー（ IWD）議員会館イベント
『ジェンダー平等とセクシュアル・リプロダクティブ・ヘルス・ラ
イツ』（駐日欧州連合代表部・公益財団法人ジョイセフ共催）
に、SRHR関連団体の１つとして  Spring のスタッフ2名が参
加。
各国大使、超党派国会議員、若者・ SRHR市民団体の参加
者の皆様に、日本の刑法性犯罪規定の課題をお伝えする
貴重な機会となりました。

写真提供：ジョイセフ

Pick Up!!

法制審議会開催（ 2021年10月~）
検討会に引き続き Spring初代代表理事山本潤が被害当事
者として委員に選ばれました。

ロシア軍によるウクライナ侵攻および戦時性暴力に強く抗議し、緊急声明を発表
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http://spring-voice.org/news/springformalrequest20220328/


　

ワンツー議連総会に出席①
4月6日、自民党「1is2many! (ワンツー議連 ) 性暴力のない社会の実現を目指す議員連
盟」総会に、市民 13団体が参加する「 刑法改正市民プロジェクト 」として参加。
議題は、「AV出演強要問題」について。この問題に中心となって取り組んでいる、 NPO法
人ぱっぷす・認定NPO法人ヒューマンライツ・ナウ より報告を受け、早急な法整備を行う
ことが求められました。

ワンツー議連総会に出席②
4月13日、議題は「司法面接」について。
ヒアリング団体の　 社会福祉法人カリヨン子どもセンター
より、司法面接の現状と課題について、
  ① 多機関連携チームの法制度化
  ② 子どもに優しい施設「子ども権利擁護センター」
       創設
  ③ 専門面接官の訓練強化・資格化
など、重要な指摘をご提示頂きました。

「ＡV出演被害」対策法案への要望書を公開。
5月9日、AV出演被害防止に関する各党実務者会合に参加。
Spring は「不同意性交は性暴力であり性犯罪であるという基
本理念に基づいた法整備の実現」等を求める『 (仮称)性行為
映像作品出演被害の防止等に関する法律における要望書～  
ヴィクティム・ファーストの視点より  ～』を提出。

「AV新法に関するヒアリング」に出席
5月24日、共産党主催「 AV新法に関するヒアリング」に出席。
附則で定められた 2年後の見直しにおいて、積み残した課題の改善、貧困等を背景とした AV
出演を防ぐための、社会保障制度の確立などがあります。法案成立はゴールではなく、ようや
くスタート時点に立ったといえます。今後も  Spring は刑法性犯罪改正を求めながらも、関係団
体と連携しAV法案の動向を見守ってまいります。

検討のためのたたき台が提出されたことをうけ、法制審議会へ要望書を提出。Pick Up!!
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6月 法制審議会では現在、どんな言葉で性犯罪が規定されるのか、議
論されています。
私たちは、『暴行脅迫要件』と『心神喪失・抗拒不能要件』を見直し、
『不同意の性交を性犯罪として規定』するよう求めています。

Spring より「証言に脆弱性が生じやすい性犯罪被害におい
て「拒絶」を前提とした法体系を設けるのは疑問であり、性犯
罪の被害者が被害者ときちんと認められることが、刑法改正
からも重要である」ことをお伝えしました。

※各党実務者会合では以下６団体の共同要望書も提出されています。
NPO法人ぱっぷす、一般社団法人Spring、国際人権NGOヒューマンライツ
ナウ、一般社団法人Colabo、NPO法人BONDプロジェクト、一般社団法人
若草プロジェクト

刑法が変わることと  “性暴力を許さない社会 ” に
変わることは、どちらが先というのではなく、
両輪で動いていくものなのかもしれません。

広く手を取り合うことでどちらの車輪も回していき、
これからも加速していけたらと思います。

https://twitter.com/change_criminal?ref_src=twsrc%5Egoogle%7Ctwcamp%5Eserp%7Ctwgr%5Eauthor
https://www.paps.jp/
https://www.paps.jp/
https://hrn.or.jp/
https://carillon-cc.or.jp/


ご 支 援 の お 願 い

私たちの活動は、日頃からさまざまなかたちでご支援いただいている
市民の皆さまをはじめ、国会議員、関係省庁の方々、報道関係者の皆さまによって

支えられています。当事者の声を聞きともに社会を変えていく、
皆さまのお力が不可欠です。 これからもご支援よろしくお願いいたします。 

　     クレジットカードによる寄付 
 
■継続的なご寄付 
https://pne.club/spring　　 
 
 
■今回のみのご寄付 
https://syncable.biz/associate/spring0707/ 
　 

     ゆうちょ振り込みによる寄付 
 

【口座記号】00260-3 

【口座番号】138876 

【口座名】一般社団法人Spring  

　※　通信欄に 「お名前・ご連絡先（ご住所・お電話番号

・メールアドレス）」をご記入ください。Springのメルマガ 

『すぷだより』 をお送りいたします！  

　 

2021年度　会計報告 　 (自 2021年7月　至 2022年6月）

寄付会員数：198名　（2022年6月現在）　

メルマガ「すぷだより」第２・第４火曜日に配信中！

HP： http://spring-voice.org/          

 @spring20170707              spring_onevoice

 @harukoi2020                    @spring_onevoice

「一般社団法人 Spring」で検索

一般社団法人 Spring  ～ 性被害当事者が生きやすい社会へ ～  

〒102-0093  

東京都千代田区平河町一丁目６番１５号USビル８階  

　

支援方法の詳細は 
コチラ（HP） 

つながる・ひろがる  Spring  情報配信中！

当事者の「声」を 
とどけ続けて 
配信数100号達成!! 
購読者数1000人突破!! 


